


ダイカットステッカーシート・単品・ロールの比較：販促キット、小売パック、生産ラインのためのB2B向けフォーマットガイド

Details
結論： ダイカットステッカーシートは、販促キットや小売パックのように、一人が共通の台紙から複数のデザインを剥がして使う場合に選びます。個別ダイカット単品は、ステッカーを一枚
ずつ配布または郵送する場合に向いています。ディスペンサーやラベリング機で貼付する場合は、ロールを選びます。

ステッカーのRFQでは、アートワーク、素材、数量は細かく記載されるのに、フォーマットは後回しにされがちです。しかしフォーマットは、誰がステッカーを扱うか、どう梱包するか、
作業工数を含めた実際の単価はいくらか、デザインごとに売れ行きが異なるとき在庫がどう動くか、を決める要素です。本ガイドでは、この五つの観点からダイカットステッカーシート、個
別単品、カスタムロールを比較し、最初の校正の前に適切なフォーマットを指定できるようにします。

ステッカーのフォーマットを間違えると、色を間違えるよりコストがかさむのはなぜですか？
色の問題は校正の段階で目に見えます。一方、フォーマットの問題は、注文の印刷と支払いが済んだ後、梱包テーブルや生産ラインで初めて表面化するのが普通です。

失敗のパターンは決まっています。販促キットにバラの単品を入れると位置がずれて抜け落ち、梱包担当者が手で数え始めてキットの組み立てが遅くなります。ロールを想定していた受託梱
包業者にシートを送っても、ラベリングヘッドにセットできず、機械作業が手作業に変わってしまいます。小売パック用にロールを発注すると、小売店側でラベルを一枚ずつ剥がして袋詰め
し直すことになります。公開されている購入者レビューでは、ハーフカットが台紙の手前で止まっているという苦情が繰り返し見られます。ある購入者は、500個の販促用注文のうち、台
紙から剥がれるステッカーが一枚もなかったと報告しています。アートワークは問題ありませんでした。この用途に対して、カットとフォーマットが誤っていたのです。

対策は、見積もりの前にフォーマットを決めることです。誰がステッカーを貼るのか、いくつのデザインをまとめて渡すのか、製品がどのようにエンドユーザーへ届くのか。この三つの問い
から始めます。以下の各節で、これらの問いを仕様に落とし込みます。
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ダイカットステッカーシート、単品、ロールとは何ですか？
三つのフォーマットは、いずれも同じ印刷ビニールを使用できます。違いは、刃がどこまで深く切り込むか、そして台紙をどう共有するかにあり、この二点によってステッカーが工場から出
荷される形が決まります。

ダイカットステッカーシート は、複数のステッカーを一枚の共通台紙に載せたものです。各形状はハーフカットされます。ハーフカットとは、刃が表面フィルムと粘着剤を切り、台紙の手前
で止まるカット方式です。その後、シートの外周がフルカットされ、長方形またはブランド独自の輪郭に仕上がります。出荷、梱包、販売の単位はシートで、使う人はステッカーを一枚ずつ
剥がします。

個別ダイカット単品は、「カスタムカットアウトステッカー」として販売されることも多く、フルカットで作られます。表面フィルムと台紙がアートワークの輪郭に沿って一緒にカットされ
るため、ステッカー一枚ずつが独立した台紙付きの個体になります。一枚ごとに配布したり、発送用の封筒に入れたり、カウンターに置いたりできます。

カスタムロール は、連続した台紙の上にハーフカットのラベルを載せたものです。ラベル間の不要なフィルム（マトリクス）は取り除かれ、台紙はコアに巻き取られます。ロールはディスペ
ンサーや自動貼付機向けに作られるため、シートや単品では不要な仕様が必要になります。コア径、最大外径、ラベル間のギャップ、ラベルの向き、巻き出し方向です。



三つのフォーマットを並べて比較するとどうなりますか？
この表で比較しているのは素材ではなくフォーマットです。同じ表面フィルムと粘着剤が三つのどれにも使えるため、違いはカット、取り扱い、梱包から生じます。

項目 ダイカットステッカーシート 個別ダイカット単品 カスタムロール
カットの種類 形状はハーフカット、シート外周はフルカット 一枚ごとにフルカット 連続した台紙上でハーフカット、マトリクスは除去済み
出荷・取り扱いの
単位 デザイン一式を載せた1枚のシート ステッカー一枚 数百枚から数千枚のラベルを巻いたロール一巻

貼付方法 手作業。エンドユーザーが一枚ずつ剥がす 手作業。エンドユーザーまたはスタッフが貼る ディスペンサー、半自動、またはインライン貼付機

梱包 平置き：スリーブ、ヘッダーカード、キットのインサート 枚数ごとに袋詰め、バラでインサート、または
カード台紙付き ロールの本数単位で箱詰め、場合によってシュリンク包装

単価の主な要因 シートごとの形状数、配置効率、シートの端材 ピースごとのカットパス、カウントと袋詰めの
作業工数

ラベルピッチ、マトリクスの廃棄量、巻き直しとロールの
セットアップ

在庫の動き デザイン比率はシートごとに固定。SKUは一つで一式を
保有 デザインごとに単独で補充可能 SKUは少なく数量は多い。ロールとロットの追跡が必要

最適な用途 販促キット、小売パック、ステッカーセット、複数ラベル
の取扱説明

配布用ノベルティ、発送物へのインサート、単
一ロゴのグッズ 包装ライン、大量の封緘シール、製品ラベリング

確認すべき不具合 ハーフカットが浅すぎて剥がせない、または深すぎて台紙
まで切れている

端がささくれて浮く、台紙の剥がし始めが難し
い ロール全体でカットラインがずれる、巻き出し方向の誤り

複数のステッカーで一枚の台紙を共有するから、シートは常に安い。そう思われがちですが、それは形状がぴったり配置できる場合に限られます。大きなロゴ一つと小さなアイコン三つを載
せたシートは、デジタルカッターでカットした単品四枚よりフィルムを無駄にすることがあります。ロールは数量が多いほどラベル単価が下がりますが、コア、巻き取り、ロールラベルの段
取りが加わります。その影響は、短い製造ロットより長い製造ロットのほうが小さくなります。

六つのステップでフォーマットを選ぶには？

ステップ1：誰がステッカーを貼るのかを決める

機械で貼付するなら答えはロールで、ほかの選択はすべて貼付機に合わせて決まります。ライン担当エンジニアまたは協力梱包業者に、貼付機の機種、対応するコア径、セットできる最大の



ロール径、そして巻き出し位置（ロールから出てくるときのラベルの向き）を確認してください。巻き出し位置を誤ってカスタム巻きしたステッカーロールは、上下逆や横向きで送り出され、
後から巻き直すと余計な作業が発生します。人が手で貼る場合は、ステップ2に進んでください。

ステップ2：まとめて渡すデザインの数を数える

一人の受け取り手に、ブランドセット、製品の安全アイコン、コレクション用パックなど、三～八種類のデザインを一度に渡す場合は、シートにするとセットがまとまり、梱包が複数回では
なく一回のピッキングで済みます。受け取り手ごとに一種類のデザインを渡す場合は、単品にすれば、誰も求めていないステッカーを印刷せずに済みます。

ステップ3：フォーマットを梱包に合わせる

シートは平らなので、ポリ袋、キット用の箱、小売用スリーブに向いており、印刷したシートをパックの見せ台紙として使うこともできます。単品は袋にカウントして入れるか、バラのまま
発送用封筒に入れるため、事前にカウントするかどうか、またどの束単位にするかを指定してください。ロールは箱詰めで届きます。生産バッチと数が合い、オペレーターがシフトの途中で
つなぎ直さずに済むよう、各ロールに何枚のラベルを巻くかをサプライヤーに伝えてください。

ステップ4：印刷代だけでなく取り扱いのコストも見積もる

見積もりに含まれるのは印刷とカットです。実際の単価には、納品後に発生するカウント、袋詰め、剥がし、貼付の作業も含まれます。手貼りをなくせるなら、やや高めのロールが最も安い
選択肢になることがあります。また、シートなら八回のピッキングを一回にでき、単品より有利になる場合があります。同じアートワークを二つのフォーマットで見積もってもらえば、同じ
条件で比較できます。そのうえで、1個あたりの作業工数の見積もりをご自身で加えてください。

ステップ5：在庫の動き方をモデル化する

シートは、デザイン間の比率を固定します。六面付けのシートで一つのデザインだけが他の二倍の速さで消費されると、他の五つのデザインが残っているうちにそのデザインが切れます。単
品はデザインごとに補充できますが、SKUと保管棚が増えます。ロールは少ないSKUで大量に保管できますが、品質問題が個々のピースではなくロール全体やロット全体に及びやすいた
め、ロットの追跡が必要です。

ステップ6：カットの指定を発注書に明記する

「シートにハーフカット」「フルカットの単品」「ハーフカットのロール、マトリクス除去済み」のように平易な言葉で明記し、印刷ファイルとは別にベクターのカットラインを添付してく
ださい。あいまいな表現は、フォーマットに関する苦情のほとんどの根本原因です。「ダイカット」が、あるサプライヤーにはフルカットの単品を、別のサプライヤーにはハーフカットの形
状を意味することがあるためです。内側の角が鋭いもの、細いつなぎ部分のあるカスタムダイカットビニールステッカーの場合は、本生産を承認する前に、選んだフォーマットで実物のカッ
トサンプルを依頼してください。



販促キット、小売パック、生産ラインにはどのフォーマットが合いますか？

用途 推奨フォーマット 理由 RFQで指定する事項
オンボーディング用または販促
キット シート キットごとにピッキングは一回で、一式が必ず揃って届く シートの外形、シートごとのデザイン数、シートがキット

のインサートに収まること

小売用ステッカーパック シート、またはスリーブ
入りの単品

シートはそのままディスプレイ台紙になり、単品はブラインドバッ
グや組み合わせ自由のパックに向く

吊り下げ穴またはヘッダー部、平置き梱包、パックごとの
枚数

イベント・展示会での配布 単品 スタッフが一枚ずつ手渡し。不要なデザインに無駄が出ない 束の枚数、数量全体でのデザインの配分

EC発送物へのインサート 単品または小型シート 折り曲げずに平らな発送用封筒に収まる。小型シートなら、お手入
れ方法や再注文案内のグラフィックも載せられる インサートの最大サイズ、袋入りかバラか

生産ライン上の製品ラベリング ロール 貼付機には、連続した台紙、一定のピッチ、既知の巻き出し方向が
必要

コア、最大外径、ギャップ、巻き出し位置、ロールあたり
のラベル枚数

大量の箱・発送用封筒の封緘シー
ル

ハンドディスペンサー用
のロール シートから剥がすより速く、指が粘着面に触れない ディスペンサーとの適合性、ロールあたりのラベル枚数

資産・シリアル番号のタグ付け 連番データ入りのシート
またはロール 番号の順序が保たれる。バラの単品では保てない 番号の範囲、連番の方向、各位置に番号一つ

フォーマットを混在させるプログラムはよくあります。たとえばブランドが、製品ラベル用のロールを包装ラインに出荷し、同じアートワークのダイカットステッカーシートを小売パートナー
に送る場合があります。両方を予定しているなら、印刷は一回、仕上げは二つのルートで依頼すると、フォーマット間で色が揃います。



フォーマットごとに何を検査すべきですか？
フォーマットごとに不具合の出方が異なるため、受入検査もフォーマットごとに変える必要があります。以下の確認は、定規、タイマー、試験用の面があれば実施でき、検査機関は不要です。

フォーマット 確認項目 測定方法 不合格または上位に報告する条件
シート ハーフカットの深さ 無作為に選んだシートから連続する20枚のステッカーを剥がす ステッカーが一枚でも破れる、台紙に残る、または台紙が切断されている
シート 印刷とカットの見当 印刷の端とカットラインの最大ずれ量を測定する 校正時に合意した許容差をずれ量が超える
単品 端面の品質 斜光でカット端を観察する 繊維状またはギザギザの端。水分がたまり、浮きの原因になる

単品 台紙の剥がし始め 手で剥がし始めるまでの時間を計る スタッフが道具を必要とする、またはステッカーを曲げないと剥がし始められ
ない

ロール ロール全体でのカットずれ ロールの巻き始め、中間、巻き終わりで見当を測定する ロールの後半ほどずれが拡大する。長い製造ロットで購入者から報告される
ロール 巻き出しとつなぎ目 実際の貼付機にロールを一本セットする 向きが違う、目印のないつなぎ目、台紙にマトリクスが残っている

共通 対象面への粘着性 サンプルを貼り付け、7日後と14日後に端部を確認する（濡れ
た状態のサイクルを含む） 14日経過前に角や細い部分が浮く

共通 トレーサビリティ 素材ロットとロール番号またはバッチ番号を記録する カートンまたはロールラベルにロット番号がない

トレーサビリティは、欠陥がロット全体に及ぶロールで特に重要です。ロット単位の欠陥がいかに限定的に定義され得るかは、公開されている安全リコール記録からわかります。連邦リコー
ル報告の一件は、単一ロットの視認性確保用テープ244ロールが対象で、ある一つの測定角度でのみ要求値を下回り、ほかの角度では基準を満たしていました（NHTSAリコール報告書
23E-033[1]）。ダイカットステッカーは規制対象のテープではありませんが、教訓はそのまま当てはまります。すべてのロールラベルにロット番号が表示されていれば、問題を注文全
体ではなく一つのロットに封じ込められます。購入者は、規制対象の車両用機器のリコール履歴を次のデータベースで確認できます： NHTSA安全問題データベース[2].

加工時の熱は、見落とされがちな二つ目の確認項目です。最終カットの前に乾燥や硬化の工程を通す場合、その後も表面フィルムと台紙がきれいにカットできなければなりません。テキサス
州運輸局の登録証明用ステッカー仕様では、最大360°F（182°C）での乾燥後も、シーティングと台紙の組み合わせが、粘着剤のにじみや割れなくダイカット可能な状態を保つこと
が求められています（TxDOT DMS-8391[3]）。この要件は、加熱工程を含むあらゆるシートまたはロールのプログラムにとって、参考になるモデルです。

https://static.nhtsa.gov/odi/rcl/2023/RCLRPT-23E033-7392.PDF
https://static.nhtsa.gov/odi/rcl/2023/RCLRPT-23E033-7392.PDF
https://www.nhtsa.gov/search-safety-issues
https://ftp.dot.state.tx.us/pub/txdot-info/cst/DMS/8000_series/pdfs/8391.pdf


反射フィルムを使う場合、何が変わりますか？
反射ビニールは、どのフォーマットを選ぶ場合も負荷が大きくなります。標準的な光沢PVCより厚くて硬く（印刷可能な反射表面フィルムは一般に約130–160 μm、光沢PVC
は約70–100 μmとされています）、エア抜き溝がなく、粘着剤の食いつきも強力です。実際には、フォーマットごとに三つの調整が必要です。

シート： 使えるハーフカット深さの範囲が狭くなるため、前述の20回剥がすテストの重要性が増します。印刷の専門家によれば、ガラスビーズ型の反射フィルムは標準的なプロッ
ターでハーフカットできますが、プリズム型フィルムは通常、フラットベッドカッターまたはレーザーカッターが必要です。
単品： 丸みのある角は、鋭い角より長持ちします。硬いフィルムは、尖った部分や内側の鋭い角から先に浮くためです。
ロール： 厚みのある構造でも、剥離プレートでラベルが丸まらずに貼付機が対応できるか確認してください。本生産の発注に進む前に、試験用ロールを依頼してください。

輝度に関する主張には、測定方法も併せて示してもらうべきです。再帰反射は、定められた幾何条件のもとで測定されます。米国の標識マニュアルは、最低維持レベルを観測角0.2°、入射
角−4.0°で規定しています（FHWA MUTCD 第2A章[4]）。また、計器による試験方法は次の規格で定められています： ASTM E810[5]。タイプ名は混同しやすいの
で注意が必要です。米国には全国規模のシーティング分類が二つあり、そのタイプ番号が相対的な性能を必ずしも示すとは限りません（Manual of Traffic Signs[6]）。州の
機関は、シーティングの種類を見分けるための目視識別ガイドまで公開しています。たとえば次のものがあります：MnDOTシーティング識別ガイド[7]).

最後に、フォーマットを変えても、装飾用の反射ステッカーの法的な位置づけは変わりません。商用車では、追加の再帰反射面を必須の反射器と併用することはできますが、置き換えること
はできません（49 CFR § 393.26[8]）。また、ヘルメットにステッカーを貼っても、着用者の服装が次の規格でいう高視認性安全衣料になるわけではありません：
ANSI/ISEA 107-2020[9]。素材グレード、アートワークのルール、装飾と規制対象の視認性確保との境界線については、当社の次のページで解説しています： 反射ダイカット
ステッカーのページ.

FAQ
FAQ：ダイカットステッカーシートは個別の単品より安いですか？
必ずしもそうとは限りません。形状がぴったり配置でき、梱包時に複数回のピッキングが一回に置き換わる場合、シートはコストを抑えられます。大きなデザインと小さなデザインが同じシー
トに混在して未使用のフィルムが出る場合や、シート上の一つのデザインだけが他より大幅に速く消費される場合は、コストが高くなります。同じアートワークで両方のフォーマットを見積
もってもらい、比較する前にご自身の取り扱い工数を加えてください。

FAQ：異なるデザインを1枚のシートに載せられますか？

はい。それがシートを選ぶ主な理由です。ただし、比率が固定されるというトレードオフがあります。どのシートも同じ配分のため、一つのデザインだけが少なくなっても一式を再発注する
ことになります。使用量に偏りがある場合は、よく使うデザインを別のシートに分けるか、単品に切り替えてください。

https://mutcd.fhwa.dot.gov/pdfs/11th_Edition/Chapter2a.pdf
https://store.astm.org/e0810-20r25.html
https://www.trafficsign.us/signsheet.html
https://www.dot.state.mn.us/trafficeng/signing/doc/retroreflectivesheetingIDguide.pdf
https://www.law.cornell.edu/cfr/text/49/393.26
https://webstore.ansi.org/standards/isea/ansiisea1072020
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-reflective-die-cut-stickers.html
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-reflective-die-cut-stickers.html


FAQ：ロールは手で貼付できますか？

はい。ハンドディスペンサーを使えば、箱の封緘やバッチのラベリングでロールを素早く貼付でき、粘着面に触れる必要もありません。逆は成り立ちません。シートや単品は自動貼付機に供
給できないため、機械工程があるプログラムは最初からロールで見積もるべきです。

FAQ：ステッカーシートにおけるハーフカットとダイカットの違いは何ですか？

シートでは、各ステッカーはビニールと粘着剤だけをハーフカットしてあるため、無傷のままの台紙から剥がれます。シートの外周はフルカットで、ビニールと台紙が一緒に切断されます。
ダイカットの単品はアートワークの輪郭に沿ってフルカットされるため、台紙もステッカーの形に沿います。

FAQ：ロールを見積もるために、サプライヤーには何を伝える必要がありますか？

貼付機またはディスペンサーの機種、コア内径、ロールの最大外径、ロールあたりのラベル枚数、ラベル間のギャップ、ラベルの向きと巻き出し位置、そしてマトリクスを除去するかどうか
です。これらが分からない場合は、貼付機のスピンドルと現在使っているロールの写真があれば、通常はサプライヤーが確認できます。

FAQ：反射ステッカーはシートとロールのフォーマットでも使えますか？
はい。ただしカットの管理はより厳しくなります。反射フィルムは厚くて硬いため、シートのハーフカット深さとロールのラベルの丸まりの両方について、実物サンプルでの確認が必要です。
プリズム型フィルムは一般にガラスビーズ型フィルムよりハーフカットが難しく、フラットベッドカッターやレーザーカットが必要になることも多くあります。

要点
すべてのロールにロット番号を付け、不具合を封じ込められるようにする。 — 連邦リコールの一件は、ある一つの測定角度で基準を満たさなかった単一ロットの244ロール
が対象でした。出典)
加熱工程がシートやロールのカットを損なわないことを確認する。 — ある州の運輸局の仕様では、最大360°F／182°Cでの乾燥後も、シーティングと台紙がダイカッ
ト可能な状態を保つことが求められています。出典)
反射の明るさに関する主張は、測定条件とあわせて求める。 — 米国の標識マニュアルでは、観測角0.2°、入射角−4.0°です。出典)
計器による試験が対象とするのは定められた角度範囲であり、「遠くからでも見える」ではありません。 — ASTM E810は、観測角0.1°～2.0°、入射角は最
大60°の範囲に適用されます。出典)
車両に貼る反射ステッカーは必須の反射器に追加するものであり、代わりにはなりません。 — 同じ色でない限り、必須の灯火または反射器から少なくとも3インチ離すこと。出
典)

まずフォーマットを選び、それから見積もる
フォーマットを選ぶ最も確実な方法は、ステッカーに最後に触れる人、または最後に触れる機械から逆算することです。機械で貼付するならロール。受け取り手一人に複数のデザインならダ
イカットステッカーシート。受け取り手一人に一つのデザインなら単品です。フォーマットが決まったら、カットの種類を注文書に平易に書き、フォーマット別の検査をサンプルで実施し、
最初の納品からロットを追跡してください。

反射フィルムを使うプログラムであれば、キット用のシート、イベント用の単品、ラベリングライン用のロールのいずれの場合も、アートワーク、貼付する面、貼付方法、検討中のフォーマッ
トをお送りください。素材とカットで対応できる内容を確認のうえ、見積もりをお返しします。まずは 反射ダイカットステッカー製品ページ からRFQの詳細をお知らせください。
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